
ケミカルタンカー第二旭豊丸乗組員死亡事故に係る勧告に基づき
講じた施策及び措置について（通報及び完了報告）

資料２

【事故の概要】(H24.2.7 発生)

本船は、船長、二等航海士ほか３人が乗り組み、大阪府泉大津市泉大津港

小松ふ頭を出港し、阪神港大阪第１区の梅町ターミナルに向けて北進中、機

関長が左舷１番タンク内で倒れていた二等航海士を発見した。

二等航海士は 救助されたが タンク内におけるクロロホルムガス吸二等航海士は、救助されたが、タンク内におけるクロロホルムガス吸

引により呼吸ができなくなり、酸素が欠乏する状態に至って死亡した。

本船本船

船体配置図

左舷１番貨物タンクマンホールハッチ



[国土交通大臣に対する勧告内容] [国土交通大臣からの通報内容]

○国土交通大臣は、以下の事項についてケミ

カルタンカーを運航する内航海運業者に指導

すること。

（１）閉鎖区域 入る際の酸素及びガス濃度

平成２５年４月２６日、全国内航タンカー海運組合会長に対して「ケミカルタン

カーの運航における安全対策の徹底について」を発出し、ケミカルタンカーの運

航事業者等において、毒性を有する貨物を運送する場合の安全対策の徹底を

図るよう指導した。
（１）閉鎖区域へ入る際の酸素及びガス濃度

計測の実施について

乗組員に指導、徹底及び同計測が確実

に実施されていることを確認すること。

これを受け、全国内航タンカー海運組合は、国土交通省海事局も参加し

た「内航ケミカル安全対策ワーキンググループ」を設置し、平成２５年度

末までにすべてのケミカルタンカーにおいて次の安全対策を講じさせるこ

（２）（１）について

船長に酸素及びガス濃度計測の実施状

況等を記録させること。

（３） タンククリーニングに関する作業手順につ

ととした。

・少なくとも年１回の訪船によるガス検知の実施等についての指導

・危険区域への立入の際の遵守事項の掲示等

・積荷の危険性や許容濃度等の周知徹底、ガス濃度計測結果等の記録

検知管を使用する場合の使用日時 本数等の記録
いて

乗組員が確認できて理解しやすいよう簡

易な様式にまとめるなどして明確にすること。

作業を行う見やすい場所に掲示すること

・検知管を使用する場合の使用日時、本数等の記録

・基準値を超える有毒ガス検出時の立入制限、タンククリーニング等の

実施

・事故発生時の対応方法の掲示、教育、訓練の実施、実施状況の記録

・タンククリーニング ガスフリー等に必要な時間を考慮した無理のな作業を行う見やすい場所に掲示すること。

（４）緊急時における対応方法について

教育及び訓練を継続的に実施すること。

また 船舶等に立ち入る際 上記（１） （４）

タンククリ ニング、ガスフリ 等に必要な時間を考慮した無理のな

い配船

国土交通省海事局は、平成２６年１月３１日、地方運輸局等に対して

「毒性を有する貨物を運送するケミカルタンカーの安全対策の徹底につい
また、船舶等に立ち入る際、上記（１）～（４）

を乗組員等に指導するとともに、適正に酸素及

びガス濃度計測が実施されていることを確認し、

事業者が輸送の安全確保に努め、業務運営

毒性を有する貨物を運送するケ タン 安 対策 徹底

て」を発出し、平成２６年４月以降、各地方運輸局等の担当職員が、すべ

てのケミカルタンカーに対して立入検査を実施し、安全対策の実施状況の

確認、安全対策についての指導を行うこととした。

さらに、危険物等取扱責任者等に講習を行う登録講習機関に対して「ケ

の改善を図っているかなどについて、引き続き

監査等を通じて確認すること。

ミカルタンカーにおける安全対策を踏まえた講習の実施について」を発出

し、毒性を有する貨物を運送する場合の安全対策について適切な教育を行

うよう指導した。



[アスト株式会社に対する勧告内容] [アスト株式会社（船舶運航者）からの報告内容] 

１ 閉鎖区域へ入る際の酸素及びガス濃度計測

の実施について、乗組員に指導を行い、徹底
させるとともに、定期的に訪船し、酸素及び
ガ 濃度計測が確実 実施され る とを

１ 酸素及びガス濃度計測
(1)乗組員への指導と徹底

内航ケミカル安全対策ワーキンググループによる検討結果を踏
まえ ケミカルタンカー用超高感度ＰＩＤ式ガス検知装置（ガスガス濃度計測が確実に実施されていることを

確認すること。

２ 船長に対し、酸素及びガス濃度計測の実施
状況を記録させるとともに、ガス濃度計測に

まえ、ケミカルタンカー用超高感度ＰＩＤ式ガス検知装置（ガス
検知装置）を関係全船舶に配備し、毒性のある貨物についてはガ
ス検知管又はガス検知装置を使用して測定、記録するよう教育し
た。

(2)計測記録実施の確認
船舶安全衛生品質活動記録チ クリ トに酸素及び残留ガ

状況を記録さ る も 、 濃度計測
ついて、ガス検知装置等を使用する場合は、
検知管の購入数、使用数及び残数を記録させ
ること。また、定期的に訪船を行い、実施状
況の記録、検知管に係る記録を調査し、適正
に酸素及びガス濃度計測が実施されているこ

船舶安全衛生品質活動記録チェックリストに酸素及び残留ガス
濃度計測の記録並びにガス検知管の在庫記録を確認する項目を追
記し、訪船指導の際に確認することとした。

２ 酸素及びガス濃度計測実施状況の記録、確認に酸素及びガス濃度計測が実施されているこ
とを確認すること。

３ 内航タンカー安全指針、Ｐ＆Ａマニュアル
などに記載のとおり、洗浄水の有無の確認、
洗浄水がある場合のストリ ピングによる除

(1)実施状況の記録
毒性のある貨物については、酸素濃度計に加えガス検知管又は

ガス検知装置を使用して計測し、記録することとした。
ガス検知管を使用した場合は、在庫を記録することとした。

(2)実施状況の確認洗浄水がある場合のストリッピングによる除
去、乾燥及びガスフリーの実施等のタンクク
リーニングに関する作業手順について、乗組
員が確認でき、理解しやすいよう簡易な様式
にまとめるなどして明確にし、作業を行う見

(2)実施状況の確認
訪船時にガス検知記録紙及びガス検知管在庫記録表を確認する

こととした。

３ タンククリーニング実施後のタンク確認要領及び危険区域への交
通に際しての遵守事項をポンプル ム入口及びサロンに掲示したやすい場所に掲示すること。

４ 事故発生などの緊急時において、衝動的な
行動を取らず、独自の判断で行動しないこと
などの注意事項を踏まえ 事故発生などの緊

通に際しての遵守事項をポンプルーム入口及びサロンに掲示した。
洗浄作業前のミーティング時に作業手順を確認するよう指導した。

４ カーゴタンクのマンホールハッチにトラロープを掛けて注意喚起
を促した。などの注意事項を踏まえ、事故発生などの緊

急時における対応方法について、教育及び訓
練を継続的に実施すること。

危険区域における事故発生などの緊急時の注意事項をポンプルー
ム及びサロンに掲示し、定期的に教育、訓練を実施することとした。
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ケミカルタンカー第二旭豊丸乗組員死亡事故に係る勧告に基づき 

講じた施策及び措置について（通報及び完了報告） 

 

 

 

平成 24 年 2 月 7 日に阪神港堺泉北第 7 区で発生したケミカルタンカー第二旭豊

丸乗組員死亡事故について、国土交通大臣から当委員会が行った勧告に基づき講じ

た施策についての通報を、また、原因関係者であるアスト株式会社から勧告に基づ

き講じた措置の完了報告を受けましたのでお知らせします。（別添１、２） 

本事故については、平成 25 年 4 月 26 日に事故調査報告書の公表とともに、国土

交通大臣及び原因関係者に対して勧告を行っていたところです。（参考１，２） 

なお、これらの通報及び完了報告は、勧告の内容を反映したものとなっています。 

 

 

問い合わせ先 

運輸安全委員会事務局参事官付 

事 故 防 止 分 析 官 國田（内線 54232） 

統括船舶事故調査官 吉岡（内線 54233） 

      TEL 03-5253-8111（代表） 

      TEL 03-5253-8823（直通） 
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運 委 参 第 ３ １ 号 

平成２５年４月２６日 

 

 国土交通大臣 太田 昭宏 殿 

 

                       運輸安全委員会 

                        委員長 後藤 昇弘 

 

ケミカルタンカー第二旭豊丸乗組員死亡事故に係る勧告について 

 

本事故は、ケミカルタンカー第二旭豊丸が阪神港大阪第１区の梅町ターミナルに

向けて北進中、貨物タンク内の状態を確認する際、アスト株式会社が、貨物タンク

に入る際の酸素及びガス濃度計測などの注意事項を乗組員に徹底させず、また、貨

物タンク内に洗浄水が残っていた場合のタンククリーニングに関する作業手順を明

確にしていなかったため、二等航海士が、洗浄水が残り、ガス臭がしていた左舷１

番貨物タンクに入り、クロロホルムガスを吸い込んだことにより発生したものと考

えられる。 

 平成元年以降、酸欠又はガス中毒による事故が１７件発生し、そのうち１４件は

閉鎖区域へ入る際に酸素及びガス濃度計測を実施していなかった。 

 当委員会は、同種事故の再発を防止するため、本事故調査の結果を踏まえ、運輸

安全委員会設置法第２６条第１項の規定に基づき、下記のとおり勧告する。 

 

記 

 

 以下の事項について、ケミカルタンカーを運航する内航海運業者に指導すること。 

  (1) 閉鎖区域へ入る際の酸素及びガス濃度計測の実施について、乗組員に指導

を行い、徹底させるとともに、定期的に訪船し、酸素及びガス濃度計測が確

実に実施されていることを確認すること。 

  (2) 船長に対し、酸素及びガス濃度計測の実施状況を記録させるとともに、ガ

ス濃度計測について、ガス検知装置等を使用する場合は、検知管の購入数、

使用数及び残数を記録させること。また、定期的に訪船を行い、実施状況の

記録、検知管に係る記録を調査し、適正に酸素及びガス濃度計測が実施され

ていることを確認すること。 

参考１ 



  (3) 内航タンカー安全指針、Ｐ＆Ａマニュアルなどに記載のとおり、洗浄水の

有無の確認、洗浄水がある場合のストリッピングによる除去、乾燥及びガス

フリーの実施等のタンククリーニングに関する作業手順について、乗組員が

確認でき、理解しやすいよう簡易な様式にまとめるなどして明確にし、作業

を行う見やすい場所に掲示すること。 

  (4) 事故発生などの緊急時において、衝動的な行動を取らず、独自の判断で行

動しないことなどの注意事項を踏まえ、事故発生などの緊急時における対応

方法について、教育及び訓練を継続的に実施すること。 

 また、船舶等に立ち入る際、上記(1)～(4)を乗組員等に指導するとともに、検知

管の記録等を調査して適正に酸素及びガス濃度計測が実施されていることを確認

し、事業者が輸送の安全確保に努め、業務運営の改善を図っているかなどについて、

引き続き監査等を通じて確認すること。 

 

 



運 委 参 第 ３ １ 号 

平成２５年４月２６日 

 

 アスト株式会社 

代表取締役社長  殿 

 

                       運輸安全委員会 

                        委員長 後藤 昇弘 

 

ケミカルタンカー第二旭豊丸乗組員死亡事故に係る勧告について 

 

本事故は、ケミカルタンカー第二旭豊丸が梅町ターミナルに向けて北進中、貨物

タンク内の状態を確認する際、貴社が、貨物タンクに入る際の酸素及びガス濃度計

測などの注意事項を乗組員に徹底させず、また、貨物タンク内に洗浄水が残ってい

た場合のタンククリーニングに関する作業手順を明確にしていなかったため、二等

航海士が、洗浄水が残り、ガス臭がしていた左舷１番貨物タンクに入り、クロロホ

ルムガスを吸い込んだことにより発生したものと考えられる。 

 貴社が運航する船舶において、過去２回同種事故が発生しており、その都度、酸

素及びガス濃度計測の徹底等を乗組員に対して教育及び指導を行っていたものの、

乗組員がその教育及び指導に沿った計測を行わずに本事故が発生した。 

 当委員会は、同種事故の再発を防止するため、本事故調査の結果を踏まえ、貴社

に対し、運輸安全委員会設置法第２７条第１項の規定に基づき、下記のとおり勧告

する。 

また、同条第２項の規定に基づき、講じた措置についての報告を求める。 

 

記 

 

 貴社は、同種事故の再発防止のため、次の措置を講じること。 

  (1) 閉鎖区域へ入る際の酸素及びガス濃度計測の実施について、乗組員に指導

を行い、徹底させるとともに、定期的に訪船し、酸素及びガス濃度計測が確

実に実施されていることを確認すること。 

  (2) 船長に対し、酸素及びガス濃度計測の実施状況を記録させるとともに、ガ

ス濃度計測について、ガス検知装置等を使用する場合は、検知管の購入数、

参考２ 



使用数及び残数を記録させること。また、定期的に訪船を行い、実施状況の

記録、検知管に係る記録を調査し、適正に酸素及びガス濃度計測が実施され

ていることを確認すること。 

  (3) 内航タンカー安全指針、Ｐ＆Ａマニュアルなどに記載のとおり、洗浄水の

有無の確認、洗浄水がある場合のストリッピングによる除去、乾燥及びガス

フリーの実施等のタンククリーニングに関する作業手順について、乗組員が

確認でき、理解しやすいよう簡易な様式にまとめるなどして明確にし、作業

を行う見やすい場所に掲示すること。 

  (4) 事故発生などの緊急時において、衝動的な行動を取らず、独自の判断で行

動しないことなどの注意事項を踏まえ、事故発生などの緊急時における対応

方法について、教育及び訓練を継続的に実施すること。 

 

 


